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實

玄

智
撮
の
教
学
に

つ
い
て
は
、
最
近
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る

が
、
い
ま
は
彼
の
教
学
全
般
の
基
本
的
立
場
に
つ
い
て
再
考
し
、
彼
の

教
学
の
綜
合
的
な
理
解
の
基
礎
的
な
問
題
を
考
え
た
い
と
思
う
。

即
ち
、
智
綴
の

『
華
厳
経
』
の
解
釈
、
及
び
そ
こ
に
論
じ
よ
う
と
す

る
彼

の
一
乗
の
教
義
で
あ
る

「
法
界
縁
起
」
の
説
の
あ
り
か
た
等
の
問

題
か
ら
考
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
そ
れ
は
ま
た
、

こ
れ

ら
の
説
が
悉
く
彼
の
行
じ

つ
づ
け
た
観
行
を
根
底
と
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
も
併
せ
て
論
じ
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
、
『
華
厳
経
』

一
経
の
解
釈
に
つ
い
て
、
殊

に

一
経

の
標

段
解
釈
の
立
場
に
関
し
て
注
意
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は

ま
さ
し
く
智
撮
の
観
行
の
立
場
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
り
、
所
謂
中
国

華
厳
宗
に
お
け
る
解
釈
の
源
と
な

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

即
ち
、
智
綴

の

一
経
の
標
段
解
釈
と
は
、

序

分

「
世
間
浄
眼
品
」

正
宗
分

「
盧
舎
那
品
」
以
下

流
通
分

無
し
、
又
は
終
末
の
二
偶

の
三
分
に
お
い
て
、
正
宗
分
中
に
三
段
を
分

つ
の
で
あ
り
、

そ
れ
を

挙
果
勧
楽
生
信
分

修
因
契
果
生
解
分

依
縁
修
行
成
徳
分

と
標
す
る
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
こ
の
分
段
の
説
は
智
正
に
す
で
に
あ

っ
た
と
伝
え
る
所
も
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

こ
の

『
捜
玄
』
の
説
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

こ
の
標
段
解
釈

の
問
題
に
関
し
て
は
ま
ず

『
華
厳
経
』

一
経
の
所
説
の
意
に

つ
い
て
叙
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
華
厳
経
』

一
経
の
意
は
ま
た

一
経
編
集

の
意
図
と
も
関
連
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
『
華
厳
経
』
と
は
釈
尊
の

「始
成

正
覚
」
に
関
し
て

「如

来

の
出
現
」
を
説
く
こ
と
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
従

っ
て
、

一
経
の
中
心
と
な
る
と
こ
ろ
は
当
然

「
如
来

の
正
覚
」
を
説
く

「如
来
性
起
品
」
に
あ
る
。
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そ
し
て
、
こ
の

一
品
の
前
に
は
天
宮
の
諸
会

の
諸
品
を
お
く
が
、

こ

れ
は
成
道
を
語
る
仏
伝
の
説
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て

こ
の

一
品

の
後
に
は
普
光
法
堂
会
の
説
と
し
て

一
経
独
自
の
菩
薩
行
で

あ
る

「
普
賢
行
」
を
説
く

「離
世
間
品
」

の

一
品
を
お
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
主
説
と
し
、

こ
の

一
経
の
説
法
の
初
め
と
し
て
そ
の
普
光

法
堂
の
会
を
説
き
、
更
に
そ
の
前
に

一
経
の
序
説
と
し
て
説
か
れ
た
の

が

「
世
間
浄
眼
品
」
等

の
二
品
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

一
経
の
結

説
と
し
て
、
経
の
別
説
と
も
い
う
べ
き

「
入
法
界
品
」
を
お
い
た
と
解

す
る
の
が

一
経
の
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

一
経
の
意
に
つ
い
て
、
智
假
の
標
段
解
釈
は
彼
の

一
経

解
釈

の
意
を
論
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
『捜
玄
』
は
、
初
会
の
「世

間
浄
眼
品
」
を
序
分
と
し
、
「盧
舎
那
品
」

の
蓮
華
蔵
世
界
を
説
く

と

こ
ろ
及
び
第
二
普
光
法
堂
会
の

「
如
来
名
号
品
」
等
前
三
品
を
挙
果
勧

楽
生
信
分
の
「
果
」
を
説
く
分
と
す
る
。
ま
た
そ
の
残
り
三
品
は

「因
」

の

「
信
」
の
説
と
す
る
。

そ
し
て
終

り

の
、
普
賢
行

を
説

く
第
七
重
普
光
法
堂
会

「
離
世
間

品
」
と
、
第
八
会

「
入
法
界
品
」
の
二
会
二
品
は
依
縁
修
行
成
徳
分
の

「
行
」
を
説
く
分
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
経
説

の
意
を
ま
さ
し
く
論
じ
て

い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
前
後

の
間

の
天
宮
の
四
会

の
諸
品
の
説
を
す
べ
て

修
因
契
果
生
解
分
の

「
解
」
と
す
る
の
で
あ
り
、

こ
こ
に
智
蝦
の

一
経

解
釈
の
特
別
の
態
度
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

即
ち
、
天
宮
の
諸
会
に
説
く
十
住

・
十
行

・
十
廻
向

・
十
地
等
は
菩

薩
行
を
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従

っ
て
、
終
り

の
二
会
も
ま
た
菩
薩
行

と
し
て
普
賢
行
を
説
く
と
こ
ろ
と
合
せ
れ
ば

『
華
厳
経
』
は
菩
薩
行
を

説
く
に
終
始
す
る
と

い
え
よ
う
が
、

こ
の
中
、
十
住
等

を

「解
」
と

し
、
普
賢
行
を

「行
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
「如
来
性
起
品
」
も

「
解
」
の
中

の
普
賢
行
を
説

く
と

す
る
と
こ
ろ
に
、
と
く
に
智
綴
の
態
度
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
「
解
」
中
、
十
住
乃
至
十
地
等

の
菩
薩
行
を

「方
便

対
治
修
成
因
果
」
と
し

「
普
賢
行

・
如
来
性
起
」
の
二
品
は

「
性
起
自

体
修
顕
因
果
」
と
区
別
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る

が
、
そ
れ
に
し

て
も

「
如
来
性
起
品
」
を

「
解
」
の
立
場
の
内
の
菩
薩
行
に
お
い
て
論
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。

さ
き
に

一
経
の
中
心
と
し
て
如
来
の
出
現
を
説
く
の
が

「
如
来
性
起

品
」
で
あ
る
と
い
っ
た
が
、
そ
の
如
来
の
立
場

で
は
な
く
菩
薩
め

菩
提

心
の
立
場
で
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

即
ち
、

性
者
体
、
起
者
現
在
心
地
、

等
と
と
き
、

一
始
終
相
対
。
二
闊
狭
相
対
。

初
始
発
心
至
二仏
性
起
画
終
至
三大
菩
提
大
浬
架
流
通
舎
利
也
。

闊
狭
頓
悟
及
三
乗
始
終
、
出
世
至
声
聞
縁
覚
一

世
間
下
至
二地
獄
等
諸
位
一也
。
伍
起
在
三大
解
大
行
大
見
聞
心
中
叩

智
撮
教
学
再
考

(小

林
)
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と
い
う
、
始
終
と
闊
狭
の
二
種
の
説
を
も
ふ
く
め
て
彼

は
菩
提
心
に

つ

い
て
性
起
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は

『
華
厳
経
』
を
菩
薩
行
を
説
く
経
典
と
し
て
論
ず
る
態
度
で

あ
る
が
、

こ
れ
は
智
撮
が
観
行

の
行
修
を
要
と
す
る
立
場
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、

こ
こ
に
彼

の
一
経
解
釈

の
立
場
が
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き

よ
うそ
し
て
、
い
ま
標
段
に
示
さ
れ

る

「解
」
と

「行
」
と
は
、
「法
界

観
」
の

「
真
空
観
」
に
説
か
れ
て
い
る

「
解

・
行
」
に
よ
っ
て
論
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、

こ
の

『
華
厳
経
』
解
釈
の
立
場
は
法
順
の

『
一
乗
十
玄
門
』

に
説
く
法
界
縁
起
の
果
因
二
分
の
立
場
と
相
応
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

法
順
に
導
か
れ
る

一
経
解
釈
の
立
場
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

二

次
に
は
、
『華
厳
経
』
を
論
ず
る
に

つ
い
て
、

一
乗

の
別
同
二
教
を

立
場
と
し
て
語
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
智
綴
は
殊
に
一

乗
同
教
の
立
場
に
お
い
て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

そ
し
て
、

こ
の
同
教
の
立
場
を
主
と
す
る
こ
と
も
勿
論
彼
の
観
行
を

根
底
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
迄
も
な
い
。
い
ま

一
乗
同
教
の

根
底
に
な

っ
て
い
る
観

と
し

て
は

「
法
界
観
」
に

つ
い
て
は

「
真
実

観

・
理
事
無
擬
観
」
の
前
二
観

に
あ

る
が
、
し
か
も
彼

は

『
摂
大
乗

論
』
に
よ
る

「唯
識
観
」
を
用
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

唯
識
観
と
い
っ
て
も
こ
の
唯
識
観
は
如
来
蔵
の
ア
リ
ヤ
識
の
唯
識
観
で

あ
る
。
な
お

『
捜
玄
』
が
指
示
す
る
観
と
し
て
は

「真
如
観
」
等
も
説

か
れ
て
い
る
。

そ
の
他
智
綴
が
記
し
て
い
る
観
行
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
同

教
の
所
摂
と
す
る
諸
観
で
あ
る
。
『
華
厳
五
十
要
問
答
』
で
は

「如
来
因

縁
義
」
「
唯
識
観
義
」
「空
観
義
」
、
『
雑
孔
目
』
で
は

「梵
行
品
初
明
通

観
章
」
「明
法
品
初
立
五
停
心
観
章
」
「第
九
廻
向
初
普
別
諸
観
義
章
」

等
が
あ
る
。
そ
の
理
事
諸
観
と
は

所
以
於
レ此
釈
二諸
観
門
一為
第
九
廻
向
初
作
三始
終
義
一説
三普
賢
法
一故
。
於
レ

此
明
二但
初
発
心
入
道
五
法
一随
根
差
別
設
レ観
不
同
。
所
謂
真
如
観

・
通

・

観

唯
識
観
・
空
観
・
無
相
観
・
仏
性
観

・
如
来
蔵
観

・
壁
観
・
盲
観
・
苦

観

・
無
常
観
・
無
我
観
・
数
息
観

・
不
染
観

・
骨
観

・
一
切
処
観

・
八
勝
処

観

八
解
脱
観
・
一
切
入
観
等
、
並
於
三修
道
初
門

一随
応
施
設
拠
レ
病
而
言
、

不
レ得
三
一
定
↓
何
以
故
為
レ病
不
走
故
、
此
等
観
法
在
二於
三
乗
小
乗
一分
有
二

一
乗
見
聞
刈

等
と
挙
げ
る
が
、
全
く
初
門
入
道

の
観
門
と
い
え
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
『
華
厳
経
』
が
説

い
て
い
る
同
教

の
立
場

は
、
主
と
し

て
か
の
天
宮
の
四
会
の

「解
」
の
内
の
方
便
対
治
の
説
に
お
い
て
説
か

れ
、
十
住
等
は
始
終
二
教
の
立
場
、
十
地
は
終
教
の
立
場
で
論
じ
て
い

る
と
い
え
る
が
、
彼
が
主
と
す
る
と
こ
ろ
は
勿
論
十
地
の
終
教
如
来
蔵

の
説
で
あ
る
。
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十
地
総
名
可
是
三
乗
熟
教
名
故

と
あ
る
ご
と
く
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『華
厳
経
』
に
お
い
て
、
そ
の
天
宮
会

の
中

で
、
も

っ

と
も
重
要
な
説
は
、
や
は
り

「
十
地
品
」
第
六
地
の
十
種
の
十
二
縁
起

観
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
『
捜
玄
』
も
ま
た
そ
の
十
二
縁
起

に
は
多
く

の
論
説
を
説
い
て
い
る
が
、
そ

の
注
意
す

る
と

こ
ろ
は

「依
止

一
心

観
」
第
二

で
あ
り
、
殊
に
こ
の
唯
識
観
を
詳
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

智
綴
が

こ
こ
に
説
く
こ
の
唯
識
観
は
随

っ
て
彼
の

一
乗
同
教
の
最
も
主

な
る
も

の
と
し
て
論
じ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二
依
止

一
心
観
者
即
十
二
縁
起
等
能
依
也
。
心
者
即
梨
耶
心
、
就
レ
此
以
題
レ

ヲ

ス

ト

ノ

章
以
三
梨
耶
縁
起
一為
二
此
観
体
↓
…
…
能
治
所
依
観
体
者
還
以
三
三
空
空
似

実
無
生
性
相
一為
三此
順
観
一故
、
論
云
阿
梨
耶
識
為
三大
空
二故
。
無
生
無
願

如
レ論
思
レ之
殉
応
レ知
。
逆
成
二
一
観
一同
二初
門
殉

唯
識
者
有
三
二
種
殉

一
梨
耶
識
持
生
三諸
法
一離
レ識
即
無
。
二
明
三意
識
唯
識
殉

生
死
浬
葉
染
浄
等
法
現
在
二意
地
幻
離
レ識
即
無
。

梨
耶
唯
識
始
是
解
境
非
二
行
所
依
↓
意
識
唯
識
此
終
、
即
是
正
解
所
依
、
心

終
意
始
、
反
レ
上
可
レ知
。

等
と
説
か
れ
る
唯
識
観
で
あ
る
。
即
ち
、

こ
の
唯
識
観
は
梨
耶
唯
識
と

意
識
唯
識

と
の
二
種
の
唯
識
と
説
く
が
、

こ
の
唯
識
は
ま
た
、

一
者
解
唯
識
、
二
者
行
唯
識
。
如
二
意
識
唯
識
叫
初
即
順
レ
行
後
即
順
レ
解
。

本
識
唯
識
初
即
順
レ解
後
即
順
レ行
。

と
も
説
く
。
即
ち
、

こ
の
唯
識
に
ま
た

「解

・
行
」
を
語
り
、
解
の
唯

識
は
梨
耶
唯
識
か
ら
意
識
唯
識

へ
と
す
す
み
、
行
の
唯
識

は
意
識
唯
識

を
始
と
し
て
梨
耶
唯
識
を
終
と
す
る
と
い
う
。

ノ

観
相
云
何
。

如
二
行

心
見
法
為
7
境
、

若
無
三
観

心
覚
7
境
、

染
浄
等
法
従

任
現

前
、

今
知
三
寛
言
所
作

↓
取
謂

五
心
不
レ
起
、

知
三
識
作

一時
名
下
用
三
依

他

一遣
中

分
別
境
加

ノ

問
。
依
他
与
レ識
云
何
取
レ
別
。
答
。
依
他
約
レ
相
所
二
以
知
-分
別
体
定
相

能
起
レ識
。
其
識
随
縁
不
尋
レ不
三自
性
殉
此
応
レ成
レ空
乃
現
三似
相
幻
故
知

約
レ相
。
二
唯
識
約
レ体
。
三
界
唯
心
転
頭
分
別
即
空
故
得
レ知
也
。
識
望
三

無
性
一即
似
非
レ実
、
体
相
相
成
、
故
通
説
耳
。

智
撮
が

『
捜
玄
』
に
お
い
て
、

こ
の
唯
識
観

を
殊
の
外
重
視
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、

こ
の
十
二
縁
起
観
を
論
ず
る
そ
の
は
じ
め
に
、
と
く

に

「釈
義
」

の
一
段
を
設
け
て
、
こ
こ
に
彼

の
教
義

の
要
説

で
あ
る

「法
界
縁
起
」
を
論
じ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
も
明
ら
か
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

即
ち
、
智
假
が

「
法
界
縁
起
」
と
標
し
て
説
く
教
義
は
こ
の

一
段
の

説
の
み
で
あ
る
。
『
一
乗
十
玄
門
』
が
説
く
十
玄
の
法
界
縁
起

は
別
教

の
説
で
あ
る
に
対
し
、

こ
こ
に
説
く
彼
の
新
し
い

「法
界
縁
起
」
は
ま

さ
し
く
彼
の

一
乗
同
教
の
立
場
で
説
か
れ
る
綜
合
的
論
説
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

三

そ
こ
で
、
次
に
は
こ
の
智
撮
の

「法
界
縁
起
」
の
内
容
に
つ
い
て
、

智
撮
教
学
再
考
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)
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所
謂

一
乗
同
教
の
説
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
お
き
た
い
。

こ
の
法
界
縁
起
は
浄
法
と
染
法
と
の
二
門
と
し
て
説
か
れ
る
。

釈
義
者
、
依
二大
経
本
ハ
法
界
縁
起
乃
有
三衆
多
殉
今
以
二要
門
一略
摂
為
レニ
。

一
約
二凡
夫
染
法
一以
弁
二縁
起
画
二
約
一一菩
提
浄
分
一以
明
二縁
起
殉

と
い
う
の
で
あ
る
が
、
『
一
乗
十
玄
門
』
の
唯
心
廻
転
善
成
門

の
順
逆

二
転
の
立
場
を
承
け
る
説
で
あ
り
、

二
門
と
も
に
如
来
蔵
を
主
と
す
る

立
場
の
説

で
あ
る
。
浄
法
門
は
菩
提
の
浄
分
に
約
し
て
と
い
う
の
で
あ

る
が
、

一
乗
と
三
乗
と
の
二
つ
の
実
践
的
観
行
を
根
底
と
し
て
と
く
も

の
で
あ
り
、
本
有
と
修
生
と
の
二
っ
の
立
場
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
本

有
と
本
有
修
生
、
修
生
と
修
生
本
有
と
の
二
を
開
き
、
合
せ
て
四
門
を

も

っ
て
説
く
の
で
あ
る
。
そ
の
四
門
は

言
二本
有
一者
、
縁
起
本
実
体
離
二
諸
情
幻
法
界
顕
然
。
三
世
不
同
。
故
性
起

云
、
衆
生
心
中
有
二微
塵
経
巻
輔
有
三菩
提
大
樹
↓
衆
聖
共
証
。
人
証
前
後
不

同
其
樹
不
レ分
二別
異
一故
知
三本
有
殉
又
此
縁
生
文
十
二
因
縁
即
第

一
義
。

ノ

言
二
本
有
修
生

一者
、

然
諸
浄
品
本
無

三異

生
殉
今
約
三
諸
縁
発
二
生
新
善

↓
拠

二

彼
諸
縁

一
乃
是
妄
法
、

所
発
真
智
乃
合
二
普
賢
殉
性
体
本
無
二
分
別

噛
修
智
亦

無
二
分
別
幻
故
智
順
レ
理
不
レ
順

三諸
縁

幻
故
知
、
修

生
即
従
レ
本
有

同
レ
性
而

発
。

故
性
品
云
、
名

二菩
提

心
一為

二性
起

殉

三
修
生
者
、

信
等
善
根
先
未

二現
前

殉
今
対
三
浄
教

↓
頼
レ
縁
始
発
。

故
説

三新

生
殉
故
論

云
、
彼
無

二無

分
別
智

一故
。

四
修
生
本
有
者
、
其
如

来
蔵
性
隠
在

二諸
纒

殉
凡
夫
即
迷
処
而

不
レ
覚
。

若
対

二

迷
時

一不
二
名
為
7
有
。

故

無
相
論

云
、
若
有
応
レ
見
。

又
依
摂
論

云
、
有

二
得

不
得
見
不
見
等
一故
也
。

と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
中
、
三
乗

の
立
場
は
如
来
蔵
に
入

る
立
場
、

一
乗
の
立
場
は
法
界
の
縁
起
の
立
場
を
根
底
と
し
て
開
か
れ

て
い
る
四
門
で
あ
る
。
即
ち
、
信
等
未
現
前
の
立
場
か
ら
法
界
顕
然
の

立
場
ま
で
、
観
行
の
す
べ
て
を
根
底
と
し
て
開
く
四
門
で
あ
り
、
従

っ

て
ま
た
所
立
の
四
門
は

一
乗
別
同
二
教
の
す
べ
て
を
含
ん
で
い
る
立
場

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

若
対
レ
経
分
レ
文
、
此
十
番
縁
生
唯
有
三
二
門
↓

一
修
生
、
二
修
生
本
有
、
余

二
在
二性
起
品
殉

と
は
、
「
十
地
品
」

の
十
二
縁
起
観
の
説
、
そ

の
唯
識
観

の
説

は
三
乗

の
修
生
と
修
生
本
有
の
二
門
の
説
く
と

こ
ろ
で

あ
り
、

一
乗

の
説

は

「性
起
品
」
に
説
か
れ
る
と
指
示
す
る
の
で
あ

る
。

次
に
染
法
門
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
如
来
蔵
ア
リ
ャ
識
の
説
に

つ
い
て

説
く
も
の
で
あ
る
。
縁
起

一
心
門
と
依
持

一
心
門
の
二
門
を
開
く
が
、

縁
起

一
心
門
は
染
浄
を
分
た
な
い
立
場
、
依
持

一
心
門
は
能
所
の
二
に

分

つ
立
場
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の

一
心
は
如
来
蔵
ア
リ
ヤ
識
で
あ

る
が
、
縁
起

一
心
門
は
ま
た
三
門
を
開
き
、
8
真
妄
縁
集
門
は
真
妄
和

合
の
ア
リ
ヤ
識
、
口
摂
末
従
本
門
は
唯
其
心
作
、
第

一
義
諦
の
立
場
、

日
摂
本
従
末
門
は
唯
妄
心
作
と
し
て
種
子
識
、

果
報
識
の
ア
リ
ヤ
識
と

い
う
の
で
あ
る
。

第
二
染
法
分
別
縁
生
者
有
三
二
義
殉
一
縁
起

一
心
門
、
二
依
持

一
心
門
。
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縁
起
門
者
大
分
有
レ
三
。
初
真
妄
縁
集
門
、
二
摂
本
従
末
門
、
三
摂
末
従
本

門
。
言
三縁
集
一者
総
相
、
論
十
二
因
縁

一
本
識
作
無
二真
妄
分
別
↓
如
二論
説
↓
依
ニ

ノ

一
心
法

一有
-一二
種
門

納
以
三
此
二
門

不
二
相
離

一故
。

又
此
経
云
、

唯
心
転
故
。

又
如
二
論
説
↓
真
妄
和
合

名
三阿
梨
耶

↓
唯
真

不
レ
生
単

妄
不
レ成
、

真
妄
和
合

方
有
二
所
為
弔
…

…

ク

ニ
摂
本
従
末
者
、
唯
妄
心
作
。
故
論
云
名
二種
子
識
及
果
報
識
↓
…
…
。

三
摂
末
従
本
者
、
十
二
因
縁
唯
真
心
作
、
如
二波
水
作
一亦
如
二
夢
事
唯
報
心

作
ハ
以
二真
性
一故
…
…

又
此
経
云
、
三
界
虚
妄
唯

一
心
作
。
論
釈
云
第

一
義
諦
故
也
。
…
…

二
依
持

一
心
門
者
、
六
七
等
識
依
三
梨
耶
一成
。
故
論
云
十
二
縁
生
依
二
梨
耶

識
一
。以
三梨
耶
識
為
三通
因
一故
。

こ
の
染
法
門
は
こ
の
よ
う
に
如
来
蔵
ア
リ
ヤ
識
に
つ
い
て
説
く
も
の
で

あ
り
、
唯
識
観
に

つ
い
て
種
々
の
立
場
を
論
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
浄
法

・
染
法
二
門
の
立
場
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
え
る
と

き
、
浄
法
門
は

「法
界
観
」
に
よ

っ
て
論
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
染
法

門
は
唯
識
観
に
よ

っ
て
論
じ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、

一
乗
の
別
教

の

「法
界
縁
起
」
が

「周
遍
含
容
観
」
に
よ

っ
て

「十
玄
」
の
縁
起
を
説
く
に
対
し
、

こ
の

「法
界
縁
起
」
は
明
ら

か
に
同
教

の
立
場
に
お
い
て
法
界
観

の
す
べ
て
と
及
び
唯
識
観
に
よ
っ

て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

こ
の

「法
界
縁
起
」
は

一
乗
同
教

の
説
で
あ
り
、
殊
に
そ
れ
は
唯
識
観
を
重
視
す
る
も
の
と
し
て
、
智
撮

の
一
乗
の
教
義
を
ま
さ
し
ぐ
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

四

『
華
厳
経
』
の
解
釈
及
び
教
義
の
建
立
に
関
す
る
智
綴
の
基
本
的
態

度
に
つ
い
て
、
『捜
玄
』
に
お
け
る
立
場
、
即
ち
、
観
行
に
お

い
て
も

教
義
に
つ
い
て
も

一
乗
の
同
教
の
方
便
対
治
の
立
場
の
説
を
主
と
す
る

こ
と
を
述
べ
た
が
、
彼
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
そ
の
生
涯
を
通
し
て
語

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ

は
、
『華
厳
経
五
十
要
問
答
』
や

『
華
厳
経
雑
孔
目
』
の
諸
章

に
お
い
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ま
、
『
捜
玄
』
の
論
釈
を
基
底
と
し
て
説

か
れ
る

『
雑
孔
目
』
の

説
と
し
て
、
ま
ず
、
「
性
起
章
」
を
と
り
あ
げ
て
お
こ
う

性
起
者
明
二
一
乗
法
界
縁
起
之
際
、
本
末
究
寛
↓
離
二於
修
造
殉
何
以
故
。
以
二

離
相
一故
。

と
、
性
起
の
基
本
的
立
場
を
説
き
つ
つ
、

起
在
三大
解
大
行
殉
離
二分
別
一菩
提
心
中
名
為
レ起
。

と
い
う
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は

『
捜
玄
』
に
説

い
た
菩
提
心
の
立
場
を

そ
の
ま
ま
語
る
も

の
で
あ
り
、
「起
在
大
解
大
行
」
と

「
解

・
行
」
を

も

っ
て
語
る
が
、
「
此
義
是

一
乗
」
と
い
う
。

し
か
も
ま
た

つ
づ
い
て

若
証
位
在
二十
地
画
若
善
巧
在
二
十
回
向
噛
若
応
行
即
在
二十
行
一
若
応
解
即

在
一一十
解
↓
若
応
信
在
二十
信
終
心
勝
進
位
中
↓
若
究
寛
即
在
二仏
果
幻

と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は

『
捜
玄
』

に
い
う

「解
」
分

の

智
撮
教
学
再
考

(小

林
)
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内
、
三
乗

の
行
位
に
寄
せ
て
説
く
と
こ
ろ
、
即
ち

「位
位
性
起
」
と
い

う
べ
き
説
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
明
ら
か
に

一
乗
同
教
の
説
で
あ
る
。

更
に
い
ま

一
つ

「普
賢
章
」
に
留
意
し
よ
う
。

普
賢
者
大
分
有
レニ
。
一
三
乗
普
賢
、
二

一
乗
普
賢
。

と
い
い
、
三
一乗

の
普
賢
と
は

『
法
華
経
』
所
説

の
普
賢

に

つ
い
て
、

人

・
解

・
行
を
分

っ
て

初
人
者
如
三法
華
経
乗
レ象
至
二行
者
前
剛
是
其
人
。

二
解
者
如
三法
華
経
廻
三
帰
レ
一
等
即
是
趣
二向

一
乗
之
正
解
殉

三
行
者
如
三法
華
経
説
二普
賢
品
殉
明
三普
賢
品
一明
二普
賢
行
一者
即
是
。

と
説
く
の
で
あ
る
が
、
敢
て

『
法
華
経
』
の
説
を
説
く
の
も
同
教
の
立

場
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
『
法
華
経
』
は

「
廻
三
帰

一
」

の
経
と
し

て
同
教
の
立
場
で
あ
る
と
す
る

こ
と

は
、
『
捜
玄
』
に
明
ら

か
で
あ
る
。
ま
た

一
乗
普
賢
亦
有
」
三
。

一
入
謂
第
四
十
五
知
識
、
普
賢
者
是
也
。
ニ

ニ
解
即
普
賢
品
六
十
行
門
各
皆
普
遍
及
漸
次
深
深
深
深
深
深
深
深
深
深
等
、

及
等
二因
陀
罹
微
細
事
等
殉

三
行
即
離
世
間
品
十
種
普
賢
心
十
種
普
賢
願
行
法
。

と
説
く

一
乗
の
普
賢
と
は
、
人
に

つ
い
て
は

「
入
法
界
品
」
の
善
知
識

を
挙
げ
る
。
解
に
つ
い
て
は

「
普
賢
行
品
」
、
行
に

つ
い
て

は

「離
世

間
品
」
を
指
示
す
る
が
、

こ
れ
ら
の
二
品
が
と
も
に
善
賢
行
を
説
く
も

の
で
あ

っ
て
も
、
解
と
行
に
分

つ
の
は
、
『捜
玄
』
に
説
か
れ

る

「
修

因
契
果
生
解
分

と

「依
縁
修
行
成
徳
分
」
の
分
段
を
承
け
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

五

更
に
、

こ
の
よ
う
な
智
撮

の
論
説
が

一
乗
同
教

の
立
場
で
説
く
も
の

で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
そ
の
決
定
的
な
説
は
、

別
教
の
説
で
あ
る
十

玄
縁
起
の
標
義
の
十
門
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
ま
た
同
教
の
立
場
で
説
い

て
い
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
。
即
ち
、

こ
こ
で
は
こ
れ
を

「浅
深

闊

狭
」
と
い
う
二
種
の
義
を
用
い
て
説
く
の
で
あ

る
が
、

こ
れ
は
ま
た
智

撮
が
同
教
の
立
場
を
論
ず
る
場
合
の

一
つ
の
方
軌
で
あ
る
。

智
綴
が

一
乗
の
立
場
を
語
る
場
合
、
性
起
品

に
お
い
て
は

「始
終
相

対

・
闊
狭
相
対
」
を
説
き
、
「
入
法
界
品
」
で

は

「始

・
闊
狭
」
を
も

っ
て
説

い
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
み
な
彼
が

一
乗
を
説
く
方
軌
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

い
ま
の

「
浅
深

・
闊
狭
」
も
同
様
で
あ
る
。

そ
の
十
門

は
、

人
法

・
理
事

・
義
文

・
解
行

・
因
果

の
十
義
を
標
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
主

と
し
て
浅
深
を
用
い
て
語
る
の
で

あ
る
。
人
即
仏
菩
薩
、
浅
深
者
謂
従
三三
悪
道
-人
天
二
乗
菩
薩
漸
教
頓
教
円
教
威
成

仏
菩
薩
浅
深
不
同
。
闊
狭
亦
爾
。

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
人
は
仏

・
菩
薩
で
あ
る
と
説

い
て
、
し
か
も
そ

こ
に
あ
ら
ゆ
る
浅
深
が
あ
る
こ
と
を
敢
て
論
じ

よ
う
と
す

る
の
で
あ
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り
、

そ
の

こ
と
は
ま
さ
し
く
同
教
を
立
場
と
す
る

一
乗
の
説
で
あ
る
と

い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

法
浅
深
者
、
約
位
従
初
不
退
乃
至
究
寛
十
地
諸
位
見
法
差
別
皆
悉
不
同
。
闊

狭
亦
爾
。

理
浅
深
者
、
初
世
間
所
知
真
実
乃
至
窮
証
法
界
解
脱
自
在
悉
皆
不
同
。
闊
狭

亦
爾
。

事
浅
深
者
、
従
二凡
夫
極

一
顛
底
迦
一乃
至
媛
曜
天
炎
無
擬
解
脱
法
堂
浄
土
之

処
事
相
不
同
。
闊
狭
亦
爾
。

解
浅
深
者
、
教
有
二秘
密
顕
示
不
同
、
致
レ令
レ
生
二解
不
解
一等
殉
闊
狭
亦
爾
。

行
浅
深
者
、
如
二菟
馬
等
各
別
殊
分
刈
致
レ令
二業
行
亦
異
幻
闊
狭
亦
爾
。

義
浅
深
者
、
三
乗

一
乗
差
別
不
同
致
レ
令
二
所
詮
之
義
浅
深
非
三
、

闊
狭
亦

爾
。
文
浅
深
者
、
能
詮
文
言
無
言
等
不
同
故
浅
深
非
レ
一
。闊
狭
亦
爾
…
。

因
浅
深
者
、
従
二其
名
数
一初
六
因
四
縁
次
現
生
引
乃
至
二
十
因
等
最
後
互
為

因
等
、
…
…
深
浅
不
同
。
闊
狭
亦
爾
。

果
浅
深
者
、
従
三初
等
流
依
果
士
夫
解
脱
異
熟
果
報
等
、
世
間
出
世
間
出
出

世
間
乃
至
窮
レ仏
不
同
。
闊
狭
亦
爾
。

と
説
い
て
、

こ
れ
ら
十
義
は
み
な
悉
く
浅
深
、

即
ち
初
よ
り
終
ま
で
と

い
う
す
べ
て
を
並
べ
挙
げ

て

い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て

『
一
乗
十
玄

門
』
や

『
華
厳
教
分
記
』
等
の

一
乗
別
教
の
十
義
と
比
べ
る
と
き
、
こ

の
説
の
み
が
同
教
の
立
場
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。

な
お
、
『
華
厳
経
』
文
に
関
す
る

一
乗
の
説
に

つ
い
て
依
縁
修
行
成

徳
分
の
終
り
二
会
は

「行
」
を
明
す
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
勿
論

一
乗

の
行
法
で
あ
る
。
『
雑
孔
目
』
に

離
世
間
下
二
会
之
文
一
乗
行
法
。
以
レ始
標
レ終
説
故
教
義
倶

一
乗
。

と
い
う
。

『
捜
玄
』
は
こ
の
二
品
の
別
に
つ
い
て

初
品
明
託
法
進
修
分
、
二
入
法
界
下
明
依
人
入
証
分
。
…
…
砥
園
重
閣
摂
化

之
始
、
普
光
法
堂
起
行
之
初
也
。

と
い
う
が
、

こ
の

「行
」
は
当
然

一
乗
の
別
教

の
行
を
説
く
も
の
と
し

て
標
段
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
れ
ら
二
品
の
経
文
の
解

釈
に
つ
い
て
は
ま
た
十
解

・
十
行

・
十
廻
向

・
十
地
等
の
行
位
を
用
い

て
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
説
は
や
は
り

一
乗
の
同
教
の
立

場
に
お
け
る
論
説
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
ま
た

『
雑
孔
目
』
「
四
十
五
知
識
文
中
意
」

と
し
て

第

一
知
識
約
三
一
乗
別
教
一説
三見
仏
義
幻

第
二
知
識
約
一二
乗
別
教
-観
察
大
海
得
二正
縁
起
一蓮
華
上
仏
説
三円
教
一義
。

等
と
説
く
が
、
し
か
も
そ
れ
ら
は

「
十
解
法
」
の
文
内
に

つ
い
て
等
と

し
て
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
行

の
説
に

つ
い
て
後

の

宗
学
は

「
次
第
行
布
門
」
の
説
と
す
る
が
、
智
撮

に
お
け
る

一
乗
の
同

教

の
立
場
に
お
け
る
説
に
始
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(龍
谷
大
学
講
師
)

智
撮
教
学
再
考

(小

林
)
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